


はじめに

最近、新聞、テレビ等のマスニコミで、医療事故が取り上げられ

ることが多くなって、国民の関心も高いD

3センタ…の共通評究課題として取り組んで2年が経過し、 3年

自を迎えて、これまでの成果をまとめて菌民に還元する必要がある号

現在までに、東京センターは「痴呆性高齢者の転割事故の要国と事

故防止策Jを中心に、仙台センターは「グループ・ホームにおける

リスク・マネージメントjについての研究を行い、大野センタ一段、

主管センターとして、各分野の専門家による委員会を設置し、専門

にご講演頂き、その内容を広くインターネットで公開し、また、「痴

呆疾患別のリスク評価ム「模下性障害の評伍・予防」、 r1 T活用に

よるリスク評価やシステム構築J等の実践的研究を行った。

これらの結果から、クレームを受け、どう処理するか、リスクの

予調と予知をし、いかに防止ないし回避するか、事故発生時の対応

と拡大の防止(最小化〉、特に、情報公開と誠実な対応、そして、リ

スク予防策の策定が重要であることが確認されたむ

今後は、これらの結果を痴呆ケア関連分野に広く周知徹底し、利

用者に決適なケアが行われるように推進することが私達の責務であ

ると考えられる。
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-擁呆疾患lllJのリスク評価に関する研究

~痴呆注高齢者が日常生活の中で発生する危険を回避して
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研究瑳構成について

平成 15年度 3センター共通チーぜ「痴呆ケアにおけるリスクマネージメントj

iこ寵する研究は、以下に図示した研究班構成で行われた。すなわち、外蔀委員

〈脊識者)、厚生労働省(オブザ…パ…)、 3センタ…代表で構成される本研究班

が、研究全般を総括し、その下にそれぞれのセンターの研究を遂行するための

誹究会を設置した。なお、研究全体の散りまとめは、大野センターが行った。

斑構成、研究会構成は以下の通りである。

痴呆ケアにおけるリスクマネージメント

イ山台センタ… ンター 大府センタ…

研究会 研究会 研究会

痴呆ケアにおけ 痴呆ケアにおけ

るリスクマネー 転倒事故の擦問 るPスク評{面お

ジメントシステ とリスク よびシステム構

ムの確立と普及 基づく事故防止 に関する研究

iこ関する研究 策の研究
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